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柴苓湯の尿排泄調節作用
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匚目的］

柴苓湯 をは じめとした利水剤に は、利尿作用お よび抗利尿作用 の 二 面性を有す る こ とが知ら

れて い る。昨年度の 本学会に おい て 我 々 は、Pentobarbital麻酔時の 乏尿状態に陥っ た ラ ッ ト

に対 して、柴苓湯は
一
酸化窒素を介した利尿作用を示すこ とを報告した。今回、

エ タ ノー
ル

投与ラ ッ トを用 い 、バ ゾプ レ ッ シ ン分泌の低下 に伴う多尿状態にお け る柴苓湯 の 尿排泄に対

する作用を検討した。

匚方法］

Wistar系雄性 ラ ッ ト（体重210〜240g）に水お よび そ の 45分後に 12％ エ タ ノ
ー

ル 水（各

50ml／k9）を経口投与して麻酔させた。頚動脈カ テ
ー

テ ル を介して 血圧 をモ ニ ターし なが ら、

3％エ タノ
ー

ル 含有 Locke輸液（20mYh ／kg）を頚静脈内に持続注入した。膀胱 カ テ
ー

テ ル よ り

10分毎に採尿 し、尿量、尿浸透圧 （氷点降下度法）および尿中バ ゾプ レ ッ シ ン 排泄量（RIA法）

を測定 した 。 柴苓湯（O．5〜1．5g〆k9）または蒸留水は十二 指腸内投与した。 投与60分後に頚

動脈よ り採血 して血漿電解質および血漿浸透圧 を測定し、自由水クリアラ ン ス を算出した。

［結果］

エ タ ノール誘発多尿モ デ ル ラ ッ トに蒸留水を投与 した対照群で は、約 lmUlomin の安定 した

尿量を示して い たが、柴苓湯投与群で は用量依存的に尿量が低下 し、尿浸透圧が増加 した。

また、柴苓湯は自由水クリア ラ ン ス を正から負に変化させ、血漿ナ トリウム濃度を低下させ

る傾向を示 した。 さらに柴苓湯投与に よりバ ゾプ レ ッ シ ン排泄量の増加が認められた。 血圧

お よび心拍数はい ずれの 群におい て もほとんど変化しなか っ た 。

［考察］

多尿状態におい て柴苓湯は尿量を低
．
ドした。 柴苓湯の抗利尿作用は、バ ゾプ レ ッ シ ンの 産生

増加に伴う腎尿細管における水再吸収の 亢進に基 づ くもの と考えられた 。 柴苓湯による乏尿

お よび多尿状態に応 じた尿排泄量の 調節は、体内水分量 の 是正 に有用で あ る こ とが示唆 され

た 。
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